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議
長
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会
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新
型
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ロ
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予
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の
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か
ら
、
今
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総
会
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す
。
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第
4
章
　
総
会

第
15
条
（
総
会
）

総
会
は
、
毎
年
1
回
開
催
し
、
正
会
員
を
も
っ
て
構
成
す

る
。
総
会
で
は
、
①
活
動
経
過
報
告
と
決
算
お
よ
び
会
計
監

査
報
告
の
承
認
②
活
動
方
針
お
よ
び
予
算
の
決
定
③
規
約
の

改
廃
④
役
員
の
選
出
⑤
そ
の
他
会
務
に
関
す
る
事
項
等
を
審

議
決
定
す
る
。

第
16
条
（
臨
時
総
会
）

正
会
員
の
5
分
の
1
以
上
の
要
求
が
あ
っ
た
と
き
、
ま
た

は
常
任
幹
事
会
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
臨
時
総
会
を
開
催

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
17
条
（
召
集
）

総
会
は
、
会
長
が
招
集
す
る
。

2　

総
会
を
招
集
す
る
と
き
は
、
会
議
の
日
時
、
場
所
、
目

的
、
及
び
審
議
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
も
っ
て
、
少
な

く
と
も
7
日
前
ま
で
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
18
条
（
議
長
）

総
会
の
議
長
は
、
そ
の
総
会
に
お
い
て
、
出
席
正
会
員
の

中
か
ら
選
出
す
る
。

第
19
条
（
定
足
数
）

総
会
に
お
い
て
は
正
会
員
の
2
分
の
1
以
上
の
出
席
が
な

け
れ
ば
開
会
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
20
条
（
議
決
）

総
会
の
議
事
は
、
出
席
正
会
員
の
過
半
数
を
も
っ
て
決
し
、

可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
21
条
（
委
任
等
）

や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
、
総
会
に
出
席
で
き
な
い
正

会
員
は
、
書
面
に
よ
り
表
決
を
委
任
で
き
る
。
こ
の
場
合
前

2
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
総
会
に
出
席
し
た
も
の

と
み
な
す
。

第
22
条
（
議
事
録
）

総
会
の
議
事
に
つ
い
て
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
議
事

録
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
1
）
日
時
及
び
場
所

正
会
員
の
現
在
員
数
、
出
席
者
数
及
び
出
席
者
氏
名
（
表

決
委
任
者
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、そ
の
旨
を
付
記
す
る
こ
と
）

（
2
）
審
議
事
項
及
び
決
議
事
項

（
3
）
議
事
の
経
過
の
概
要
及
び
そ
の
結
果

（
4
）
議
事
録
署
名
人
の
選
任
に
関
す
る
事
項

2　

議
事
録
に
は
、
議
長
及
び
そ
の
会
議
に
お
い
て
選
任
さ

れ
た
議
事
録
署
名
人
2
人
以
上
が
、
書
名
、
捺
印
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
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１
．
は
じ
め
に

２
０
２
０
年
度
の
東
腎
協
の
活
動
は
、

年
頭
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
よ
り
、
計
画
さ
れ
て
い
た

諸
イ
ベ
ン
ト
が
感
染
リ
ス
ク
回
避
の
た

め
、
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
対
外
活
動
や
理
事
会
、
三
役
会
、

委
員
会
活
動
を
滞
り
な
く
行
う
た
め
、

年
度
初
め
よ
り
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
用
し
た
リ
モ
ー
ト
会
議

（
一
部
書
面
評
決
）
を
進
め
て
き
ま
し

た
。新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
は
、

２
０
２
１
年
２
月
５
日
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
「
人
工

透
析
患
者
の
医
療
供
給
体
制
確
保
に
つ

い
て
の
要
望
」
を
東
京
都
知
事
あ
て
に

送
付
し
、
東
京
都
透
析
医
会
、
東
京
都

区
部
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
三
多
摩
腎

疾
患
治
療
医
会
と
連
携
、
情
報
を
密
に

し
て
、
会
員
へ
の
情
報
提
供
、
透
析
患

者
の
医
療
供
給
体
制
の
確
保
を
求
め
て

き
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
度
事
業
報
告

２
０
２
０
年
度
事
業
報
告

表 １　２０１９年１２月末　慢性透析療法の現状
� 日本透析医学会資料

透析施設数 ４，４８７施設 ２９施設増
慢性透析者 ３４４，６４０人 ４，７９９人増

通
院

血液透析等 ３０２，８９６人 ８８．０％
腹膜透析等 ９，４７６人 ２．７％

入
院

血液透析等 ３１，０６４人 ９．０％
腹膜透析等 ４４４人 ０．１％

在宅血液透析 ７６０人 ２．０％
夜間透析 ３２，０２７人 ９．２％

新規導入患者数 ４０，８８５人 ４１７人増
死亡患者数 ３４，６４２人 ７７９人増
導入平均年齢 ７０．４２歳 ０．４３歳増
患者平均年齢 ６９．０９歳 ０．３４歳増
最長透析者 ５１年 ４ ヶ月

表 ２　都道府県患者数上位（ １～１０位）
２０１９年１２月末 前年比

１．東京 ３３，０３９人 ３５７人
２ ．大阪 ２４，１６７人 ９７人
３ ．神奈川 ２１，９７９人 ３１５人
４ ．埼玉 １９，２３４人 ４５１人
５ ．愛知 １９，０２７人 ４８６人
６ ．北海道 １６，３７７人 ３１７人
７ ．千葉 １５，８８２人 ３５７人
８ ．福岡 １５，３５１人 ２１４人
９ ．兵庫 １４，４１６人 ２６人
１０．静岡 １１，３６４人 ２０６人

東
京
都
へ
の
２
０
２
１
年
度
予
算
要

請
は
初
め
て
リ
モ
ー
ト
で
行
い
、
都
議

会
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
人
数
を
制
限
し
て
訪

問
し
、
各
種
医
療
費
助
成
制
度
の
維
持

継
続
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
透
析
医
療
の

諸
問
題
に
つ
い
て
万
全
な
対
策
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
５
月
に
東
京
で
開
催
予

定
さ
れ
て
い
た
全
腎
協
５０
周
年
記
念
全

国
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
首
都
圏
だ
け
で
は
な
く
、
全
国

的
に
感
染
拡
大
を
起
こ
し
て
い
る
現
状

も
あ
り
、
参
加
者
の
安
全
を
最
優
先
に

考
え
２
０
２
２
年
度
に
１
年
間
延
期
し

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
度
は
東
腎
協
の
５０
周
年

記
念
と
も
重
な
る
た
め
、
全
腎
協
、
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
各
県
腎
協
の
協
力
を
得
て

準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。

２
．
透
析
患
者
を
め
ぐ
る
情
勢

（
１
）
２
０
１
９
年
末
慢
性
透
析
患
者

の
現
状
（
表
１
～
表
３
）

（
表
１
．
２
０
１
９
年
１２
月
末　

慢
性

透
析
療
法
の
現
状
…
日
本
透
析
医
学
会

資
料
）

（
表
２
．
２
０
１
９
年
１２
月
末　

都
道

府
県
患
者
数
上
位
…
日
本
透
析
医
学
会

資
料
）

（
全
国
の
慢
性
透
析
患
者
の
特
徴
）

①
２
０
１
９
年
末
慢
性
透
析
患
者　

３

４
４
，
６
４
０
人
（
前
年
比
４
，
７
９

９
人
増
）

②
２
０
１
９
年
末
透
析
患
者
の
高
齢
化

（
平
均
６９
・
０９
歳
／
前
年
比
０
・
３４
歳

増
）

③
２
０
１
９
年
末
新
規
導
入
患
者
の
高

齢
化

（
平
均
７０
・
４２
歳
／
前
年
比
０
・
４３
歳

増
）

④
２
０
１
９
年
末
の
東
京
の
透
析
患
者

数
は
３
３
，
０
３
９
人
（
前
年
比
３
５

７
人
増
）

（
２
）
透
析
患
者
の
医
療
費
を
め
ぐ
る

情
勢

①
各
種
医
療
費
助
成
制
度
の
後
退
（
地

方
に
お
け
る
個
人
負
担
増
）

全
国
で
は
２７
都
府
県
で
人
工
透
析
に

関
わ
る
費
用
の
自
己
負
担
が
発
生
し
て

い
ま
す
（
東
京
都
は
東
京
都
難
病
医
療

費
助
成
制
度
・
マ
ル
都
に
よ
り
負
担
な
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し
・
高
額
所
得
者
を
除
く
）。

全
国
的
に
は
一
部
の
府
県
で
、
人
工

透
析
（
月
約
１２
回
）
を
含
め
そ
の
他
の

病
気
で
受
診
し
た
場
合
、
一
医
療
機
関

の
受
診
に
対
し
、
１
回
に
つ
き
３
０
０

円
～
５
０
０
円
の
診
療
費
、
薬
代
の
自

己
負
担
が
発
生
し
て
い
ま
す
（
例
：
人

工
透
析
１２
×
３
０
０
＝
３
６
０
０
円
、

但
し
上
限
５
，
０
０
０
円
な
ど
が
あ
り

ま
す
）。

②
人
工
透
析
に
関
わ
る
診
療
報
酬
の
改

定
２
０
２
０
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
は
、

人
工
腎
臓
や
経
皮
的
シ
ャ
ン
ト
拡
張
術

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
に
続
き
、
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ

ー
な
ど
の
人
工
腎
臓
用
特
定
保
健
医
療

材
料
の
価
格
改
定
や
人
工
腎
臓
の
加
算

な
ど
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

３
．�

東
腎
協
の
患
者
・
患
者
会
の

現
状

（
１
）�

過
去
５
年
間
の
会
員
推
移�

（
表
３
）

（
２
）�

２
０
２
０
年
度
患
者
会
の
動
向

に
つ
い
て

患
者
会
の
現
状
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
で
、
患
者

会
総
会
、
役
員
会
、
例
会
、
学
習
会
な

ど
が
ほ
と
ん
ど
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
さ
ら
に
、
透
析
患
者
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
な
ど
か
ら
患
者
会
活
動
の

休
止
、
解
散
な
ど
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

事
前
に
事
務
局
等
に
相
談
さ
れ
、
暫
定

的
に
組
織
と
し
て
の
患
者
会
は
残
し
て

個
人
会
員
へ
の
移
行
、
機
関
誌
の
配
布

や
会
費
の
納
入
な
ど
は
事
務
局
が
代
行

し
対
処
し
て
き
ま
し
た
が
、
患
者
会
の

維
持
継
続
は
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

（
３
）�

患
者
会
は
全
腎
協
、
東
腎
協
運

動
の
カ
ナ
メ

「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も
安
心

し
て
透
析
を
受
け
ら
れ
る
医
療
体
制
」

の
維
持
・
継
続
の
た
め
に
は
、
全
腎
協
、

東
腎
協
の
存
在
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ

の
構
成
員
で
あ
る
患
者
会
・
会
員
の
存

在
意
義
は
会
財
政
を
支
え
る
意
味
で
も

重
要
で
す
。
高
齢
化
に
よ
る
役
員
不
足

な
ど
い
ろ
い
ろ
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す

が
、
事
務
局
や
東
腎
協
役
員
に
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。４

．
２
０
２
０
年
度
の
事
業
報
告

（
１
）
ブ
ロ
ッ
ク
・
青
年
部
・
地
域
腎

友
会
そ
の
他
の
活
動
報
告

□
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
長�

酒
井　

豊

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
昨
年
度
の
活
動
は
、

正
会
員
会
議
、
個
人
会
員
会
議
、
勉
強

会
な
ど
、
す
べ
て
の
行
事
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
の
た
め
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
各
患
者
会
も
全
て

の
活
動
を
取
り
止
め
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
様
で
す
。

２
０
２
１
年
度
は
何
ら
か
の
形
を
作

り
ま
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
は
連

絡
を
密
に
進
め
て
い
け
る
様
に
、
各
患

者
会
の
連
絡
網
を
整
備
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
患
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
患

者
環
境
の
整
備
が
急
務
と
思
い
ま
す
の

で
、
情
報
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
な
ど
し

っ
か
り
お
伝
え
し
て
い
け
る
様
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

□
中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
長�

古
暮　

宏

昨
年
の
中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
は
、

正
会
員
会
議
、
個
人
会
員
会
議
、
勉
強

会
、
新
年
会
な
ど
、
す
べ
て
の
行
事
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
の
た
め
中

止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

各
患
者
会
に
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
活
動
が
出
来
な
か

っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
各
患
者

会
と
も
役
員
の
高
齢
化
、
体
調
不
良
、

後
継
者
難
、
会
員
の
減
少
な
ど
に
よ
り

大
変
厳
し
い
状
況
に
立
た
さ
れ
て
い
る

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

状
況
が
見
通
せ
な
い
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク

活
動
も
状
況
を
見
な
が
ら
臨
機
応
変
に

表 ３　過去 ５年間の会員推移

年度 ２０１６年 ２０１７年 ２０１８年 ２０１９年 ２０２０年

期末会員数 ３５００人 ３２００人 ２８２７人 ２４０９人 ２０９２人

前年比 ▲６５０人 ▲３００人 ▲３７８人 ▲４１８人 ▲３１７人

患者会 １０９ ８８ ８０ ７３ ６９
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実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆

様
も
ワ
ク
チ
ン
が
接
種
さ
れ
る
ま
で
、

も
う
し
ば
ら
く
３
密
を
避
け
る
な
ど
感

染
防
止
を
お
続
け
下
さ
い
。
お
会
い
出

来
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

□
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
長�

梅
原
秀
孝

世
界
中
を
恐
怖
に
巻
き
込
ん
だ
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
国
内
で
も
昨
年

２
月
よ
り
感
染
が
始
ま
り
、
４
月
に
は

緊
急
非
常
事
態
宣
言
が
発
布
さ
れ
、
大

変
不
便
な
生
活
と
な
り
我
慢
と
不
安
の

日
々
で
し
た
。

そ
ん
な
状
況
で
全
腎
協
、
東
腎
協
、

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
・
行
事
は
凡
て

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
末
現
在
、
感
染
状
況
は
第
４
波

と
も
い
わ
れ
る
状
況
で
す
が
、
ワ
ク
チ

ン
は
開
発
が
進
み
各
国
が
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
日
本
で
も
一

部
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち

透
析
患
者
は
じ
め
全
国
民
に
接
種
さ
れ

る
の
は
何
時
に
な
る
の
か
不
安
で
す
。

２
０
２
１
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま

え
活
動
の
予
定
は
流
動
的
で
す
が
、
私

達
は
予
防
対
策
を
し
っ
か
り
と
備
え
自

分
自
身
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

□
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
長�

榊
原
靖
夫

２
０
２
０
年
度
の
当
初
に
「
正
会
員

会
議
」
を
設
定
し
て
い
ま
し
た
が
コ
ロ

ナ
禍
の
第
１
波
に
重
な
り
中
止
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
は
全

て
が
コ
ロ
ナ
禍
対
応
に
集
約
さ
れ
た
１

年
で
し
た
。
自
身
は
も
ち
ろ
ん
病
院
・

ス
タ
ッ
フ
も
感
染
防
止
に
注
力
を
注
い

で
お
ら
れ
る
事
と
思
い
ま
す
。
特
に
基

礎
疾
患
を
持
つ
透
析
患
者
は
重
症
化
の

リ
ス
ク
が
高
い
と
言
わ
れ
緊
張
感
の
あ

る
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
事
と
思
い

ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
も
出
来
な
か
っ
た

の
は
残
念
で
し
た
が
、
早
く
現
在
の
環

境
が
改
善
さ
れ
皆
様
と
共
に
患
者
会
が

抱
え
る
諸
課
題
解
決
に
向
か
っ
て
来
期

も
頑
張
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

□
青
年
部
長�

小
林
正
和

２
０
２
０
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
交
流

会
も
東
腎
協
青
年
部
の
活
動
も
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。
唯
一
出
来
た
の
が
、
都

道
府
県
の
部
長
が
集
ま
る
全
腎
協
青
年

研
修
会
が
、
今
年
１
月
３１
日
に
リ
モ
ー

ト
会
議
と
い
う
形
で
、
テ
ー
マ
は
、「
障

害
者
就
労
に
つ
い
て
」
の
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
活
動
も
正
直
ど
う
な
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が

始
ま
れ
ば
少
し
は
変
わ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
時
の
感
染
状
況
を
考
察
し
て

何
か
イ
ベ
ン
ト
等
を
出
来
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。

部
員
だ
け
は
い
つ
で
も
募
集
し
て
い

る
の
で
、
少
し
で
も
青
年
部
に
興
味
の

あ
る
５０
歳
迄
の
会
員
皆
さ
ん
、
ご
連
絡

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

□
東
京
歩
こ
う
会�

古
暮　

宏

「
東
京
歩
こ
う
会
」
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
が
落
ち
着
き
次
第

再
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
２
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
の
活
動
報
告

①
東
京
都
透
析
医
会
と
の
連
携

令
和
元
年
９
月
か
ら
、
平
成
３０
年
度

に
発
足
し
た
東
京
透
析
医
会
の
災
害
対

策
委
員
会
に
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

東
京
都
透
析
医
会
の
会
長
で
現
在
、
清

湘
会
東
砂
病
院
副
院
長
の
安
藤
亮
一
先

生
、
東
京
都
透
析
医
会
災
害
対
策
委
員

長
で
東
京
女
子
医
科
大
学
腎
臓
病
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
血
液
浄
化
療
法
科
准
教

授
の
花
房
規
男
先
生
は
じ
め
、
災
害
対

策
委
員
会
の
先
生
方
と
災
害
対
策
で
連

携
、
情
報
共
有
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

詳
細
は
災
害
対
策
委
員
会
報
告
に
示

す
通
り
で
す
が
、
そ
の
他
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
で
は
、
日

本
透
析
医
会
・
日
本
透
析
医
学
会
・
日

本
腎
臓
学
会
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
策
合
同
委
員
会
の
委
員
長
で
あ
る

菊
地
勘
先
生
に
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
市
民
公
開

講
座
や
東
腎
協
機
関
誌
で
感
染
対
策
に

つ
い
て
情
報
提
供
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ま
た
、
透
析
の
見
合
わ
せ
に
関
す
る

相
談
に
つ
い
て
も
、
日
本
透
析
医
学
会

の
「
透
析
の
開
始
と
継
続
に
関
す
る
意

思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
提
言
作

成
委
員
会
」
で
副
委
員
長
を
さ
れ
て
い

る
酒
井
謙
先
生
に
対
応
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

②
東
京
都
予
算
要
請

東
京
都
へ
の
２
０
２
１
年
度
予
算
要

請
は
、
１０
月
１
日
（
木
）
初
め
て
リ
モ

ー
ト
で
行
い
、
９
つ
の
大
項
目
と
１６
の

小
項
目
を
要
請
し
回
答
を
得
ま
し
た

（
機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
Ｎ
Ｏ
．

２
３
１
秋
号
に
要
約
を
掲
載
）。

（
要
請
９
大
項
目
）

１
．�

各
種
医
療
費
助
成
制
度
等
の
維
持

継
続
に
つ
い
て

２
．�

要
介
護
透
析
者
へ
の
支
援
強
化
に

つ
い
て

３
．�

Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
へ
の
取

組
に
つ
い
て
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４
．�

腎
臓
病
患
者
の
救
急
医
療
に
つ
い

て

５
．
透
析
医
療
の
安
全
に
つ
い
て

６
．
患
者
中
心
の
透
析
医
療
に
つ
い
て

７
．�

透
析
患
者
へ
の
大
災
害
対
策
に
つ

い
て

８
．
再
生
医
療
と
臓
器
移
植
に
つ
い
て

９
．
就
労
支
援
に
つ
い
て

③
都
議
会
各
党
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

９
月
３
日　

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
、
公

明
党
、
立
憲
民
主
党
、
自
民
党
、
９
月

８
日
共
産
党
と
懇
談
し
ま
し
た
。
今
年

度
は
人
数
を
制
限
し
て
訪
問
し
、
各
種

医
療
費
助
成
制
度
の
維
持
継
続
、
Ｃ
Ｋ

Ｄ
対
策
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
す
る
透
析
医
療
の
諸
問
題
に
つ

い
て
万
全
な
対
策
を
し
て
い
た
だ
く
よ

う
要
請
し
ま
し
た
。

④
東
腎
協
第
９
回
大
会

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り

中
止
と
し
ま
し
た
。

⑤
第
５０
次
国
会
請
願
運
動

第
５０
次
国
会
請
願
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
に
よ
り
、
全
腎
協
よ
り
一
括
し

て
各
都
道
府
県
紹
介
議
員
に
郵
送
し
て

国
会
へ
提
出
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

東
京
の
紹
介
議
員
は
（
自
民
）
高
木

啓
、
◎
石
田
昌
宏
、（
立
憲
民
主
）
海

江
田
万
里
、
◎
川
田
龍
平
、
有
田
芳
生
、

（
公
明
）高
木
美
智
代
、太
田
昭
宏
、（
共

産
）
笠
井
亨
、
小
池
晃
の
国
会
議
員
に

お
願
い
し
ま
し
た
。（
◎
は
厚
生
労
働

委
員
・
敬
称
略
）

東
京
の
署
名
数
は
全
腎
協
７
，
０
５

２
筆
（
昨
年
１
０
，
９
７
５
筆
）、
募

金
は
６
７
４
，
９
１
０
円
（
昨
年
６
９

２
，
５
９
０
円
）

で
し
た
。
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

（
３
）
社
会
貢
献
事
業
活
動
報
告

①
第
４０
回
臓
器
移
植
普
及
推
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り

中
止
と
し
ま
し
た
。

②
臓
器
移
植
推
進
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
パ

レ
ー
ド

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り

中
止
と
し
ま
し
た
。

③
第
３２
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集

い
２
０
２
１
年
１
月
２４
日
（
日
）
東
京

都
障
害
者
福
祉
会
館
で
録
画
撮
影
を
行

い
、
２
／
１０
～
３
／
３１
ま
で
東
腎
協
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
動
画
配

信
す
る
と
い
う
初
め
て
の
試
み
を
行
い

ま
し
た
。

講
師
の
福
井
亮
先
生
、
赤
石
定
典
先

生
、
東
京
都
鈴
木
課
長
、
竹
内
課
長
代

理
、
東
腎
協
か
ら
は
戸
倉
会
長
ほ
か
７

名
が
参
加
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
を
取
っ
て
お
こ
な
い
ま
し
た
。

④
腎
臓
病
患
者
の
社
会
復
帰
・
Ｑ
Ｏ
Ｌ

向
上
に
資
す
る
活
動

会
員
の
生
活
の
質
を
改
善
す
る
こ
と

を
目
指
し
た
活
動
は「
東
京
歩
こ
う
会
」

が
一
度
も
実
施
出
来
ず
、
ま
た
フ
レ
イ

ル
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
対
策
と
し
て
の
腎

臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
活
動

も
残
念
な
が
ら
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
４
）
委
員
会
活
動
報
告

①
政
策
行
政
委
員
会�

�

委
員
長　

古
暮　

宏

昨
年
政
策
行
政
委
員
会
活
動
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
の
影
響
を
大

き
く
受
け
、
予
定
し
て
い
た
計
画
の
多

く
が
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最

も
重
要
な
東
京
都
へ
の
予
算
要
望
は
、

透
析
患
者
に
対
す
る
各
種
医
療
費
助
成

制
度
等
が
維
持
継
続
さ
れ
る
他
要
望
事

項
に
一
定
な
前
向
き
な
回
答
を
得
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
が
ど
う
な
る
か
現
時
点
で
は
見

通
せ
な
い
た
め
、
状
況
を
見
な
が
ら
臨

機
応
変
に
活
動
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
思

い
ま
す
。

②
災
害
対
策
委
員
会�

�

委
員
長　

戸
倉
振
一

東
京
都
福
祉
保
健
局
は
、
難
病
等
の

特
殊
疾
病
に
係
る
対
策
の
強
化
・
充
実

及
び
そ
の
推
進
を
図
る
た
め
に
東
京
都

特
殊
疾
病
対
策
協
議
会
を
設
置
し
、
そ

の
な
か
に
専
門
的
な
事
項
を
検
討
す
る

た
め
部
会
と
し
て
、
腎
不
全
対
策
部
会

を
置
い
て
い
ま
す
。
こ
の
腎
不
全
部
会

に
令
和
２
年
６
月
か
ら
令
和
４
年
５
月

の
任
期
で
、
東
京
都
福
祉
保
健
局
よ
り
、

委
員
と
し
て
推
薦
さ
れ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ

る
２
回
の
部
会
に
参
画
し
ま
し
た
。

こ
の
部
会
で
は　

平
成
９
年
に
作
成

さ
れ
た
「
災
害
時
に
お
け
る
透
析
医
療

活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
第
４
回
目
の
改

定
版
に
関
す
る
討
議
が
行
わ
れ
、
患
者

の
立
場
で
意
見
を
延
べ
ま
し
た
。

９
月
に
は
、
東
京
都
透
析
医
会
災
害

対
策
委
員
長
の
花
房
先
生
よ
り
、
第
２６

回
日
本
腹
膜
透
析
医
学
会
学
術
集
会
・

総
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
こ
れ
を
聞
け

ば
す
べ
て
わ
か
る
。
腹
膜
透
析
の
災
害

対
策
」
の
１
テ
ー
マ
と
し
て
「
患
者
団

体
か
ら
み
た
腹
膜
透
析
の
災
害
対
策
」



5 No.233／2021年 5 月

の
発
表
を
依
頼
さ
れ
た
た
め
、
腹
膜
透

析
を
行
っ
て
い
る
個
人
会
員
の
皆
様
に

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
、
災
害
時
に
お
け
る
腹

膜
透
析
の
行
動
の
流
れ
や
課
題
に
つ
い

て
整
理
し
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
発
表

内
容
の
う
ち
発
災
時
に
お
け
る
腹
膜
透

析
患
者
向
け
の
注
意
点
を
図
式
化
し
た

も
の
が
、
前
述
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
取
り

入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

東
京
都
透
析
医
会
災
害
対
策
委
員
会

で
は
、
緊
急
時
透
析
情
報
共
有
マ
ッ
ピ

ン
グ
シ
ス
テ
ム（T

okyo�D
IEM
A
S

）

を
運
用
し
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
の
情
報
を
活
用
し
た
、
患
者
用

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
検
討
を
、
東
京

都
臨
床
工
学
技
士
会
の
先
生
方
が
行
っ

て
お
り
、
そ
の
内
容
や
運
用
方
法
に
つ

い
て
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
に
参
加
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
は
４
回
の
会
議
を
行
い
、
シ

ス
テ
ム
は
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
す
が
、

現
在
、
テ
ス
ト
運
用
に
つ
い
て
の
具
体

的
な
手
順
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

そ
の
他
、
医
療
者
と
患
者
が
共
通
認

識
を
持
っ
て
災
害
対
策
を
進
め
て
い
く

た
め
、
第
３
回
東
京
都
透
析
災
害
対
策

Ｗ
ｅ
ｂ
セ
ミ
ナ
ー
、
東
京
都
臨
床
工
学

技
士
会
・
東
京
都
災
害
時
透
析
看
護
の

会
共
催
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、

情
報
を
共
有
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
は
、「
災
害
時
に
お
け

る
透
析
医
療
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
改

定
第
４
版
が
発
行
さ
れ
、
患
者
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
の
試
験
運
用
も
行
わ
れ
る
予

定
で
す
の
で
、
患
者
の
立
場
か
ら
災
害

対
策
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

③
総
務
委
員
会�

�

委
員
長　

須
賀
春
美

役
員
選
考
に
関
す
る
規
定
の
改
定
を

行
い
ま
し
た
。「
理
事
選
考
委
員
会
規

定
」を
監
事
も
選
考
す
る
こ
と
か
ら「
役

員
選
考
規
定
」
と
し
ま
し
た
。

④
広
報
委
員
会�
�

委
員
長　

板
橋
俊
司

機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
Ｎ
Ｏ

２
２
９
号
か
ら
Ｎ
Ｏ
２
３
２
号
ま
で
４

号
発
行
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

管
理
を
行
っ
た
。

（
５
）
関
連
す
る
他
団
体
と
の
活
動

①
全
国
腎
臓
病
協
議
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
の
た
め
、
５
月
１６
～
１７
日
（
日
）
に

福
島
県
で
行
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
全
国

大
会
、
毎
年
行
わ
れ
る
事
務
局
長
会
議
、

通
院
介
護
研
修
会
、
全
国
代
表
者
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
度
全
腎
協
定
時
総
会
は
、

６
月
２０
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
が
書
面

評
決
に
よ
り
開
催
。
１
月
３１
日
全
国
青

年
部
長
会
議
は
リ
モ
ー
ト
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

②
全
腎
協
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
対
面
に
よ
る
会
議

は
、
年
２
回
（
夏
一
泊
、
冬
日
帰
り
）

行
わ
れ
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
第
８７
回
～
８９
回
（
１２
／
６
、
１

／
２３
、
３
／
１３
）
は
リ
モ
ー
ト
に
よ
る

会
議
を
行
い
、
各
県
の
活
動
・
組
織
状

況
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状

況
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
全
腎
協
理
事

の
推
薦
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

③
東
京
難
病
団
体
連
合
会

本
年
度
の
東
難
連
活
動
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
最

大
の
事
業
で
あ
る
「
東
京
都
難
病
ピ
ア

相
談
室
」
運
営
を
は
じ
め
全
て
の
活
動

を
自
粛
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

患
者
当
事
者
も
多
い
役
員
さ
ん
の
活

動
は
全
て
制
限
さ
れ
、
総
会
や
理
事
会

は
書
面
評
決
と
リ
モ
ー
ト
会
議
に
な
り

ま
し
た
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
直
接
小
池
都

知
事
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
機
会
が
得
ら

れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
や
災
害
対
策

そ
し
て
医
療
費
助
成
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
等
を
し
っ
か
り
小
池
都
知
事
に

要
望
し
て
来
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
早
期
収
束
を
願
い
な
が

ら
来
期
も
重
要
と
思
わ
れ
る
東
腎
協
と

の
協
働
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

（
６
）
そ
の
他
の
事
業
報
告

①
は
ん
ぶ
ん
米

東
京
都
が
管
理
し
て
い
る
「
災
害
備

蓄
米
『
は
ん
ぶ
ん
米
』」
に
つ
い
て
、

今
年
度
は
約
３
０
０
０
０
食
を
無
償
譲

渡
さ
れ
、
東
腎
協
の
指
定
す
る
病
院
施

設
・
患
者
会
・
個
人
会
員
、
全
腎
協
各

県
腎
協
に
１
８
０
０
０
食
配
布
し
た
。

②
漫
画
『
透
析
バ
ン
ザ
イ
』

東
腎
協
も
編
集
・
販
売
に
協
力
し
た

漫
画
『
透
析
バ
ン
ザ
イ
』
は
、
昨
年
６

月
に
発
行
さ
れ
、
東
腎
協
と
し
て
約
１

０
０
０
部
販
売
し
た
。
透
析
患
者
の
苦

労
や
不
安
、
希
望
、
喜
び
、
全
腎
協
・

東
腎
協
の
歴
史
も
分
か
り
や
す
く
描
か

れ
て
、
今
後
も
積
極
的
に
宣
伝
販
売
し

て
会
員
拡
大
に
も
活
用
し
た
い
と
思
い

ま
す
。



6No.233／2021年 5 月

２
０
２
１
年
度
事
業
計
画

２
０
２
１
年
度
事
業
計
画

２
０
２
２
年
度
の

全
腎
協
創
立
５０
周
年
（
東
腎
協
５０
周
年
）
の
東
京
開
催

の
成
功
を
目
指
し
て
、
持
続
可
能
な
患
者
会
を
作
ろ
う

の
立
場
で
協
力

⑤�

透
析
患
者
の
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）

の
向
上
に
資
す
る
た
め
、「
腎
臓
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
中
心
的
テ

ー
マ
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

⑥�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
安
全
な
医

療
体
制
、
透
析
患
者
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
⑦�

運
動
療
法
の
一
環
と
し
て
か
ね
て
よ

り
実
施
し
て
い
ま
す
「
東
京
歩
こ
う

会
」
を
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
が
落
ち
着

き
次
第
再
開
し
ま
す
。

（
４
）
人
生
の
最
終
段
階
に
透
析
患
者

が
望
む
医
療
と
ケ
ア
の
推
進

①�

人
生
の
最
終
段
階
に
透
析
患
者
が
望

む
医
療
と
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

な
医
療
体
制
が
構
築
さ
れ
る
よ
う
に

要
望
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

②�

人
生
の
最
終
段
階
の
医
療
と
ケ
ア
に

つ
い
て
，
患
者
に
と
っ
て
最
良
の
選

択
を
行
う
た
め
に
繰
り
返
し
話
し
合

う
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
共
同
意
思
決
定

（shared�decision�m
aking

：
Ｓ

Ｄ
Ｍ
）
と
本
人
が
家
族
等
や
医
療
・

ケ
ア
チ
ー
ム
と
事
前
に
繰
り
返
し
話

し
合
う
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
ア
ド
バ
ン

ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ（advance�

care�planning

：
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
に
つ

い
て
学
習
の
機
会
を
設
け
ま
す
。

②�

健
康
保
険
に
お
け
る
透
析
医
療
の
患

者
負
担
限
度
額
（
１
～
２
万
円
）
の

助
成
の
継
続
。

③�

身
体
障
害
者
手
帳
制
度
の
継
続
。

④
腎
再
生
医
療
の
早
期
実
現
。

（
２
）
東
京
都
へ
の
要
望
窓
口
と
し
て

東
腎
協
の
存
続

①�

健
康
保
険
に
お
け
る
透
析
医
療
の
患

者
負
担
限
度
額
（
１
万
円
）
の
助
成

（
マ
ル
都
）
の
継
続
。

②�

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
（
マ

ル
障
）・
福
祉
手
当
の
継
続
。

（
３
）
腎
臓
病
患
者
の
社
会
復
帰
・�

Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
資
す
る
活
動
。

①�

東
京
都
透
析
医
会
災
害
対
策
委
員
会

等
と
の
連
携
・
災
害
対
策
の
推
進

②�

Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
都
民
の
集
い
）・
臓
器
移

植
対
策
（
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
）・
医
療
機
関
と
の
協
力

③�

厚
生
労
働
省
が
と
り
ま
と
め
た
「
腎

疾
患
対
策
検
討
会
報
告
書
（
Ｈ
３０
・

７
）
～
腎
疾
患
対
策
の
さ
ら
な
る
推

進
を
目
指
し
て
～
」
の
達
成
す
べ
き

目
標
の
東
京
都
で
の
推
進

④�

「
災
害
時
に
お
け
る
透
析
医
療
活
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
東
京
都
福
祉
保
健

局
Ｈ
２６
・
３
改
訂
）
の
２
０
２
１
年

改
訂
に
あ
た
っ
て
、
改
訂
協
議
委
員

２
０
２
１
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
事
業
計
画
が
流

動
的
に
な
る
こ
と
を
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

１
．
全
腎
協
創
立
５０
周
年
（
東
腎

協
５０
周
年
）
記
念
大
会
に
つ

い
て

２
０
２
２
年
５
月
２８
～
２９
日
（
日
）

全
腎
協
創
立
５０
周
年
記
念
大
会
が
東
腎

協
開
催
担
当
で
「
ホ
テ
ル
イ
ー
ス
ト

２１
」（
江
東
区
東
陽
６
―
３
―
３
）
で

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
く
東
腎
協

も
創
立
５０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、

合
同
で
開
催
さ
れ
る
方
向
で
準
備
を
し

て
い
ま
す
。

東
腎
協
と
し
て
は
実
行
委
員
会
を
組

織
し
て
、
１０
年
ご
と
に
行
う
「
会
員
実

態
調
査
」「
創
立
５０
周
年
記
念
誌
」「
記

念
式
典
・
祝
賀
会
（
全
腎
協
と
合
同
）」

の
準
備
の
年
度
と
な
り
ま
す
。

厳
し
い
患
者
会
状
況
で
す
が
、
東
腎

協
会
員
の
皆
様
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど

近
隣
の
県
腎
協
の
協
力
を
得
て
、
全
腎

協
、
東
腎
協
５０
周
年
記
念
と
い
う
大
事

業
を
成
功
さ
せ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。２

．
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰

で
も
安
心
し
て
透
析
が
受
け

ら
れ
る
医
療
体
制
の
継
続
を

目
指
し
て

（
１
）
国
へ
の
要
望
の
窓
口
と
し
て
全

腎
協
の
存
続

①�

身
近
な
地
域
で
透
析
医
療
が
受
け
ら

れ
る
医
療
体
制
の
継
続
。
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３
．
患
者
会
の
存
続
を
目
指
し
て

（
１
）
腎
臓
病
に
関
連
す
る
「
社
会
的

課
題
「
患
者
が
抱
え
る
問
題
」

解
決
の
た
め
、
患
者
会
存
続
へ

の
必
要
な
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

（
必
要
な
対
策
）

①�

患
者
会
運
営
の
支
援
（
機
関
誌
の
配

布
・
会
費
集
金
な
ど
の
代
行
）
を
し

ま
す
。

②�

個
人
会
員
の
会
費
、
企
業
・
団
体
の

協
賛
金
、
寄
付
金
で
安
定
し
た
収
入

を
得
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し

ま
す
。

③�

腎
臓
病
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
の
た
め
、

患
者
の
経
験
を
発
信
（
機
関
誌
、
Ｈ

Ｐ
）
し
、
社
会
に
注
目
さ
れ
る
団
体
、

患
者
に
必
要
と
さ
れ
る
団
体
を
目
指

し
ま
す
。

④�

透
析
歴
が
初
期
、
中
期
、
長
期
、
年

代
別
の
交
流
の
機
会
を
増
や
し
ま
す
。

⑤�

移
植
者
（
経
験
者
）・
保
存
期
の
患

者
へ
の
活
動
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

４
．
２
０
２
１
年
度
の
事
業
計
画

（
１
）
社
会
貢
献
事
業

社
会
貢
献
事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
終
息
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中

止
、
又
は
規
模
の
縮
小
な
ど
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

諸
行
事
の
案
内
は
、
極
力
早
め
の
告

知
し
ま
す
が
、
不
明
の
点
は
事
務
局
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

①「
第
４０
回
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

１０
月
３
日
（
日
）
に
井
の
頭
恩
賜
公

園
で
東
京
都
と
共
催
で
開
催
し
ま
す
。

②
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
パ
レ
ー
ド
の
開
催

今
年
度
も
東
腎
協
も
参
加
す
る
「
臓

器
移
植
推
進
連
絡
協
議
会
（
臓
移
連
）」

と
共
催
し
、
１０
月
に
「
臓
器
移
植
推
進

グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
パ
レ
ー
ド
」
を
行
い

ま
す
。

③
東
京
都
へ
の
「
２
０
２
２
年
度
予
算

要
請
」

８
月
に
東
京
都
へ
「
２
０
２
２
年
度

予
算
要
請
」
を
行
い
ま
す
。
行
政
・
政

策
委
員
会
を
中
心
に
学
習
会
な
ど
を
企

画
し
要
請
内
容
を
さ
ら
に
深
め
ま
す
。

（
要
請
内
容
）

１
．�

各
種
医
療
費
助
成
制
度
の
維
持
継

続

２
．
要
介
護
透
析
者
へ
の
支
援
強
化

３
．�

Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
へ
の
取

り
組
み
推
進

４
．�

腎
臓
病
患
者
の
救
急
医
療
に
つ
い

て

５
．
透
析
医
療
の
安
全
に
つ
い
て

６
．�

透
析
患
者
の
大
災
害
時
の
対
策
に

つ
い
て

７
．
再
生
医
療
と
臓
器
移
植
に
つ
い
て

８
．
就
労
支
援
に
つ
い
て

９
．�

透
析
非
導
入
・
見
合
わ
せ
に
つ
い

て

④
第
５１
次
国
会
請
願
署
名
活
動

全
腎
協
主
催
で
５０
年
続
け
て
き
ま
し

た
「
国
会
請
願
署
名
活
動
」
は
、
今
後

も
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
活
動
で
す
。

地
道
に
確
実
に
取
り
組
み
、
国
と
の
パ

イ
プ
を
維
持
す
べ
き
活
動
と
し
て
取
り

組
み
ま
す
。
署
名
活
動
の
取
り
組
み
期

間
は
２
０
２
１
年
１０
月
か
ら
２
０
２
２

年
１
月
ま
で
と
い
た
し
ま
す
。

⑤
腎
臓
病
を
考
え
る
「
第
３３
回
都
民
の

集
い
」
の
開
催

広
く
一
般
市
民
に
腎
臓
病
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
を
啓
蒙
す
る
た
め
、
２

０
２
２
年
３
月
１３
or
２０
日（
日
）に「
第

３３
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集
い
」

を
東
京
都
と
共
催
で
開
催
し
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
・
医
療
施
設
・
公
共
施
設

等
へ
の
宣
伝
を
強
化
し
て
、
今
ま
で
以

上
の
取
り
組
み
を
目
指
し
ま
す
。（
動

画
配
信
に
つ
い
て
は
検
討
）

（
２
）
首
都
圏
大
災
害
へ
の
対
策

①
東
京
都
透
析
医
会
災
害
対
策
委
員
会

と
の
連
携

東
京
都
透
析
医
会
が
運
用
す
る
、
緊

急
時
透
析
情
報
共
有
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス

テ
ムT

okyoD
IEM
A
S

の
デ
ー
タ
を

活
用
し
た
、
患
者
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

運
用
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

②
災
害
時
に
お
け
る
透
析
医
療
活
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
（
東
京
都
福
祉
保
健
局
Ｈ
２６

・
３
）
の
改
定
に
伴
う
活
動

２
０
２
１
年
７
月
に
改
訂
版
が
発
行

さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
以
下
の
取
り

組
み
を
行
い
ま
す
。

・
改
定
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
機

関
誌
、
学
習
会
等
で
広
報
を
行
い
ま
す
。

・「
東
腎
協
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」、

災
害
手
帳
の
改
訂
お
よ
び
必
要
な
対
策

を
講
じ
ま
す
。

・
医
療
者
サ
イ
ド
の
区
市
町
村
ご
と
の

災
害
対
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
情
報

収
集
を
行
い
ま
す
。

③
東
腎
協
の
災
害
対
策
と
し
て
「
患
者

会
会
員
名
簿
」
の
更
新
・
作
成
と
、
災

害
時
緊
急
連
絡
網
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
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（
３
）
広
報
活
動

①
機
関
誌
発
行
年
４
回
を
堅
持
す
る

機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
を
１
、

５
、
７
、
１０
月
の
４
回
発
行
し
ま
す
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
・
更
新

Ｈ
Ｐ
は
イ
ベ
ン
ト
や
お
知
ら
せ
の
情

報
を
遅
滞
な
く
細
か
く
掲
載
し
、
メ
ー

ル
で
の
問
い
合
わ
せ
や
資
料
請
求
な
ど

に
迅
速
に
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
慢
性

腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
患
者
向
け
の
情
報

を
充
実
し
て
、
個
人
会
員
と
し
て
入
会

を
促
進
し
ま
す
。

③
対
外
的
広
報
活
動
を
強
化
す
る

新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
に
東

腎
協
が
主
催
す
る
事
業
の
広
報
活
動
を

行
い
ま
す
。

ま
た
、
医
療
施
設
や
他
団
体
へ
の
情

報
提
供
を
強
化
し
ま
す
。

④
広
報
の
営
業
活
動
を
強
化
す
る

東
腎
協
の
活
動
を
理
解
い
た
だ
き
協

力
い
た
だ
く
、
賛
助
会
員
の
増
加
に
取

り
組
み
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
強
化

を
目
指
し
ま
す
。

⑤
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
患
者
の
入

会
を
強
化
し
ま
す

透
析
前
の
腎
臓
病
患
者
の
入
会
を
強

化
し
、
腎
臓
病
患
者
の
グ
ル
ー
プ
化
を

目
指
し
ま
す
。

（
４
）
事
務
局
・
組
織
活
動

①
総
会
・
理
事
会
・
正
会
員
会
議

１�

．
第
１６
回
総
会
は
６
月
６
日（
日
）は
、

昨
年
同
様
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
総
会
と

書
面
評
決
で
行
い
ま
す
。

　

�

参
加
希
望
の
方
は
５
月
３１
日
ま
で
に

東
腎
協
事
務
局
に
メ
ー
ル
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

メ
ー
ル
：info@
toujin.jp

２�
．
理
事
会
開
催
は
原
則
的
に
毎
月
開

催
し
ま
す
（
８
、
１２
月
は
必
要
に
応

じ
て
開
催
）。

３�

．
三
役
会
議
（
会
長
、
副
会
長
、
事

務
局
長
）
を
毎
月
開
催
し
ま
す
。
な

お
、必
要
に
応
じ
て
拡
大
三
役
会（
三

役
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
、
各
委
員
会
委
員

長
）
と
し
ま
す
。

４�

．
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
、
年
２
回
正
会

員
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

②
事
務
局
体
制
の
強
化

事
務
局
は
現
在
３
人
で
運
営
し
て
い

ま
す
。
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
有
効
的
な
財
政
運
営
を
心

が
け
、
健
全
財
政
に
向
け
て
努
力
し
ま

す
。

広
報
、
財
務
、
組
織
管
理
な
ど
一
般

会
員
、
役
員
さ
ん
の
個
人
能
力
、
経
験

を
生
か
し
た
活
動
を
し
ま
す
。

③
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
の
強
化

ブ
ロ
ッ
ク
活
動
は
東
腎
協
活
動
の
柱

で
す
。
会
員
・
役
員
の
皆
様
の
ご
協
力

を
得
な
が
ら
組
織
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

④
青
年
部
活
動

全
国
各
県
の
青
年
部
と
情
報
を
共
有

し
、
青
年
層
の
把
握
な
ど
基
本
的
な
活

動
か
ら
見
直
し
て
い
き
ま
す
。

（
５
）
東
腎
協
第
１０
回
大
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状

況
を
見
て
、
９
月
に
第
１０
回
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
長
期
透
析
者
（
３０
年
、
４０

年
）
の
表
彰
、
記
念
講
演
等
を
企
画
し

ま
す
。

（
６
）
そ
の
他
の
事
業
活
動

①�

関
連
す
る
他
団
体
と
の
共
同
事
業
を

積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

②�

（
社
）
全
腎
協
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
難
連
と

協
力
し
、
不
特
定
多
数
の
一
般
市
民

に
腎
臓
病
に
つ
い
て
広
く
啓
蒙
活
動

を
行
い
ま
す
。

③�

福
祉
・
移
送
相
談
推
進
事
業
、
腎
臓

病
患
者
の
食
事
療
法
に
関
す
る
事
業

な
ど
を
行
い
ま
す
。

（
７
）
全
腎
協
創
立
５０
周
年
記
念
全
国

大
会
実
行
委
員
会
、
東
腎
協
創

立
５０
周
年
記
念
事
業
委
員
会

①
全
腎
協
５０
周
年
記
念
全
国
大
会

本
年
５
月
に
東
京
で
開
催
予
定
さ
れ

て
い
た
全
腎
協
５０
周
年
記
念
全
国
大
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
が

み
ら
れ
ず
一
年
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
５
月
２８
～
２９
日
（
日
）

全
腎
協
創
立
５０
周
年
記
念
大
会
が
東
腎

協
開
催
担
当
で
「
ホ
テ
ル
イ
ー
ス
ト

２１
」（
江
東
区
東
陽
６
―
３
―
３
）
で

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
腎
協
と
し
て

実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
取
り
組
み
ま

す
。

②
東
腎
協
創
立
５０
周
年
記
念
事
業
委
員

会
２
０
２
２
年
５
月
２９
日
（
日
）
に
東

腎
協
創
立
５０
周
年
記
念
式
典
を
「
ホ
テ

ル
イ
ー
ス
ト
２１
」
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
、
記
念
式
典

の
準
備
、
記
念
誌
の
編
纂
な
ど
、
５０
周

年
事
業
の
取
り
組
み
を
し
ま
す
。
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№ 役職名 氏名 ふりがな ブロック 患者会名・個人

１ 理事（留任） 古暮　宏 こぐれ　ひろし 中南部 腎内科クリニック世田谷患者友の会

２ 理事（新任） 丸山　春良 まるやま　はるよし 中南部 個人会員

３ 理事（留任） 松本　茂利 まつもと　しげとし 中南部 個人会員

４ 理事（留任） 須賀　春美 すが　はるみ 中南部 虎の門・高津会（本院）

５ 理事（留任） 戸倉　振一 とくら　しんいち 東　部 森山友の会

６ 理事（留任） 酒井　豊 さかい　ゆたか 東　部 菊川橋クリニック腎友会

７ 理事（留任） 金井　信憲 かない　のぶのり 東　部 新江東橋クリニック

８ 理事（留任） 野口　忠男 のぐち　ただお 東　部 清湘会記念病院腎友会

９ 理事（新任） 成田　哲也 なりた　てつや 東　部 西クリニックひまわり会

１０ 理事（留任） 榊原　靖夫 さかきばら　やすお 北　部 高中腎友会

１１ 理事（留任） 三好　かおり みよし　かおり 北　部 高松医院腎友会

１２ 理事（留任） 長澤　浩 ながさわ　ひろし 北　部 あかまつ透析クリニック腎友会

１３ 理事（留任） 横溝　久美子 よこみぞ　くみこ 多　摩 長久保ハナミズキ会

１４ 理事（留任） 関口　新一 せきぐち　しんいち 多　摩 国分寺こやま腎友会

１５ 理事（留任） 板橋　俊司 いたばし　しゅんじ 多　摩 日野クリニック腎友会

１６ 理事（新任） 岡田　和友 おかだ　かずとも 多　摩 平山腎友会

１７ 理事（留任） 根津　恵子 ねつ　けいこ 多　摩 豊田クリニック患者会

１８ 理事（留任） 小林　正和 こばやし　まさかず 多　摩 昭島腎クリニックひまわり会

監事

№ 役職名 氏名 ふりがな ブロック 患者会名

１ 監事（留任） 山口　登 やまぐち　のぼる 北　部 個人会員

２ 監事（新任） 梅原　秀孝 うめはら　ひでたか 多　摩 府中けやき会

退任理事

№ 役職名 氏名 ふりがな ブロック 患者会名

１ 理事 梅原　秀孝 うめはら　ひでたか 多　摩 府中けやき会

２ 理事 長井　久美子 ながい　くみこ 中南部 個人会員

３ 理事 鈴木　明彦 すずき　あきひこ 北　部 高中腎友会

４ 理事 村越　京子 むらこし　きょうこ 多　摩 八王子東町クリニック桑の実会

５ 理事 中野　雄蔵 なかの　ゆうぞう 多　摩 織本病院腎友会

６ 理事 山田　裕美 やまだ　ひろみ 多　摩 あけぼの友の会

２０２１・２２年度ＮＰＯ東腎協理事・監事推薦名簿
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一
般
会
計
�

（
単
位
：
円
）

科
　
　
　
　
目

金
　
　
　
　
　
額

【
資
産
の
部
】

流
動
資
産

現
金
預
金

２４，７５６，３５７

未
収
金

３０，０００

流
動
資
産
合
計

２４，７８６，３５７

固
定
資
産

什
器
備
品

３

保
証
金

５８５，０００

固
定
資
産
合
計

５８５，００３

資
産
合
計

２５，３７１，３６０

【
負
債
の
部
】

流
動
負
債

未
払
金

０

前
受
金

１９９，９００

預
り
金
　

２
，３７０

流
動
負
債
合
計

２０２，２７０

負
債
合
計

２０２，２７０

【
正
味
財
産
の
部
】

正
味
財
産

２５，１６９，０９０

（
う
ち
当
期
正
味
財
産
増
加
額
）

△
１５３，７３２

負
債
及
び
正
味
財
産
合
計

２５，３７１，３６０

一
般
会
計
�

（
単
位
：
円
）

科
　
　
　
　
目

金
　
　
　
　
　
額

【
資
産
の
部
】

流
動
資
産

現
金
手
許
有
高

２３，７３９

郵
便
振
替（
南
大
塚
郵
便
局
）

１３，０８２，１６３

ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
南
大
塚
郵
便
局
）

１７，１８８

普
通
預
金（
三
菱
U
FJ
銀
行
）N
o.１

３
，１３３，２６７

普
通
預
金（
三
菱
U
FJ
銀
行
）N
o.２

０

定
期
預
金
　
三
菱
U
FJ
銀
行

７
，５００，０００

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
　（
定
期
預
金
）

１
，０００，０００

未
収
金

３０，０００

流
動
資
産
合
計

２４，７８６，３５７

固
定
資
産

什
器
備
品

３

保
証
金

５８５，０００

固
定
資
産
合
計

５８５，００３

資
産
合
計

２５，３７１，３６０

【
負
債
の
部
】

流
動
負
債

未
払
金

０

前
受
金

１９９，９００

預
り
金

２
，３７０

流
動
負
債
合
計

２０２，２７０

負
債
合
計

２０２，２７０

正
味
財
産
額

２５，１６９，０９０

（
う
ち
当
期
正
味
財
産
増
減
額
）

△
１５３，７３２

負
債
及
び
正
味
財
産
合
計

２５，３７１，３６０

貸
借
対
照
表

財
産
目
録

２０２１年
　
３
月
３１日
現
在

２０２１年
３
月
３１日

現
在
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　２０２０年度　特定非営利活動に係る事業会計　収支報告書� （自２０２０年 ４ 月 １ 日～至２０２１年 ３ 月３１日）
２０２０年度決算 ２０２０年度予算 予算比

⑴会費収入 １１,９５８,１５０ １３,４２０,０００ ８９. １ %
　　会費収入 １１,０９８,１５０ １２,４２０,０００ ８９. ４ % ２ ，０９４名（半期＠２７００の人も含む）
　　賛助会費収入 ８６０,０００ １ ,０００,０００ ８６. ０ %
⑵事業収入 １８９,５０６ ２９７,１００ ６３. ８ %
　　提携手数料収入 ４ ,５５６ ０ ー 丸大食品ギフト販売
　　都民の集い事業収入 ０ １００,０００ ０ . ０ %
　　「ぜんじんきょう」発送費助成 １８４,９５０ １９７,１００ ９３. ８ % 全腎協より助成
⑶寄付金収入 ７９９,６２０ ７６０,０００ １０５. ２ %
　　寄付金収入 １２４,７１０ ６０,０００ ２０７. ９ %
　　募金収入 ６７４,９１０ ７００,０００ ９６. ４ % 国会請願募金
⑷その他の収入 ２ ,４１２,７７４ ２ ,６０３,５００ ９２. ７ %
　　受取利息収入 ６５６ ０ ０ . ０ % 預金利息
　　資料印刷代収入 ９ ,５２５ １０,０００ ９５. ３ % 患者会等資料印刷代
　　物品販売収入 ８７９,５００ ０ ０ . ０ % 透析バンザイ
　　関東ブロック東京収入 １１９,０００ ０ ０ . ０ % 関東ブロック助成金を含む
　　全腎協特区 ２００,０００ ２００,０００ ０ 都民の集い動画作成助成
　　雑収入 １３３,５９３ ０ ＡＡＲ（マスク）発送費等
　　機関誌広告収入 １ ,０７０,５００ ２ ,３９３,５００ ４４. ７ % 機関誌広告折込、ＨＰバナｰ、名刺広告他
収入合計 １５,３６０,０５０ １７,０８０,６００ ８９. ９ %
⑴腎臓病に関する知識の普及と予防等
を促進する事業

２ ,９１４,２６４ ５ ,１５５,０００ ５６. ５ %

　　腎移植キャンペーン事業 ０ ４００,０００ ０ . ０ % 運営諸費用
　　都民の集い事業 ３０７,３７４ ２５０,０００ １２２. ９ % 運営諸費用（動画作成など）
　　機関誌発行事業 ２ ,３７２,１７７ ３ ,０５０,０００ ７７. ８ % 機関誌制作・印刷・発送費用
　　ホームページ管理事業 １９１,８４０ １９０,０００ １０１. ０ % 保守管理運営費用
　　地域の普及事業 ４２,８７３ １ ,２６５,０００ ３ . ４ % ブロック活動、各委員会諸活動
⑵腎臓病患者の自立を支援するための
相談事業

０ ０

　　自立支援事業 ０ ０ ０ . ０ %
⑶腎臓病患者の医療体制の充実と福祉
の向上を図る事業

１９,５５２ ４０,０００ ４８. ９ %

　　都庁予算要請事業 １９,５５２ ４０,０００ ４８. ９ % 予算要請行動他
⑷関連他団体との協同事業 ３ ,９８８,４３６ ４ ,７０８,０００ ８４. ７ %
　　国会請願事業 １０１,２３６ １５０,０００ ６７. ５ % 全腎協へ１５％上納他

　　全腎協他に協力する事業 ３ ,８８７,２００ ４ ,５５８,０００ ８５. ３ % 全腎協分担金（機関誌買取分￥１４０，７５０を含む）、東難連活動費（４７，０００）等
⑸福祉移送相談推進事業 ０ ０ ０ . ０ %
　　福祉移送事業 ０ ０ ０ . ０ %
⑹腎臓病患者の食事療法に資する事業 ０ ０ ０ . ０ %
　　低蛋白米の広報事業 ０ ０ ０ . ０ %
　　小学校食育指導事業 ０ ０ ０ . ０ %
⑺腎臓病患者の災害対策事業 ０ １２０,０００ ０ . ０ %
　　災害対策訓練事業 ０ １２０,０００ ０ . ０ % 災害対策委員会
事業費合計 ６ ,９２２,２５２ １０,０２３,０００ ６９. １ %
給料手当 １ ,２００,０００ １ ,２００,０００ １００. ０ % 固定給
雑給 ２ ,０２６,０８５ ２ ,９８０,０００ ６８. ０ % 変動給
法定福利費 ５ ,７６９ ３０,０００ １９. ２ % 労働保険料
通勤交通費 ３９１,０１５ ５３０,０００ ７３. ８ % １１月まで ４名　１２月より ３名
保険料 ０ ２０,０００ ０ . ０ %
事務局家賃 ２ ,１５６,０００ ２ ,１４５,０００ １００. ５ % 家賃、更新所
什器備品費 ６８５,１４０ ６８５,０００ １００. ０ % リース料金
水道光熱費 １３１,３７３ １５０,０００ ８７. ６ %
通信運搬費 ８４４,４８４ ７２０,０００ １１７. ３ % 会員・患者会宛通信費、
支払手数料 ８３,２９０ ９２,０００ ９０. ５ % 振込手数料等
会議費 ４４,８６４ １５０,０００ ２９. ９ % 理事会交通費、役員会
租税公課 ０ ０ ０ . ０ %
事務局運営費 ５９,４７７ １００,０００ ５９. ５ %
事務用消耗品費 ２３６,１２０ ４６０,０００ ５１. ３ %
慶弔交際費 ０ ５０,０００ ０ . ０ %
消耗品費（透析バンザイ） ６１４,６１７ ０ ー 透析バンザイ発送資材
雑費 １１３,２９６ ０ ０ . ０ % ２０１９関東ブロック会議返金分
管理費合計 ８ ,５９１,５３０ ９ ,３１２,０００ ９２. ３ %

支出合計 １５,５１３,７８２ １９,３３５,０００ ８０. ２ %
収支差額 △�１５３,７３２ △� ２ ,２５４,４００ ６ . ８ %
次期繰越収支差額 ２５,１６９,０９０ ２３,０６８,４２２ １０９. １ % ２０２０年度期首繰越金２５，３２２，８２２円
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　２０２１年度　特定非営利活動に係る事業会計　予算案
勘定科目 金　額 内　　訳

収　

入

会費収入 １０，８００，０００ 会員数 ２，０００名
賛助金収入 １，０００，０００
提携手数料収入 １，０００ 丸大食品ギフト販売
募金収入 ７００，０００ 国会請願募金等
寄付金収入 １００，０００
資料印刷代収入 １０，０００ コピー料等
物品販売収入 １００，０００ 透析バンザイ
広告料収入 １，４５０，０００ 機関誌広告料、ＨＰバナー広告等
都民の集い協賛収入 １００，０００ 全腎協補助金
全腎協会報発送費収入 １８３，６００ 全腎協補助金
全腎協特区チャレンジ ２００，０００ 全腎協補助金
受取利息 ０
雑収入 ０
収入合計 １４，６４４，６００

事　

業　

費

腎移植キャンペーン ３００，０００ 井の頭公園
都民の集い ２００，０００
機関誌発行事業 ２，６４５，０００ 機関誌「とうじんきょう」発行
ホームページ １９２，０００ 保守維持費、更新料等
組織活動費 １，１３５，０００ ブロック活動、青年部、会員拡大、大会総会費用等
ＱＯＬ向上事業 ６０，０００ 東京歩こう会等
全腎協大会参加費 ０
関東ブロック ５０，０００
国会請願募金 １０５，０００ 全腎協へ募金の１５％、ポスターチラシ、日当、交通費等
低蛋白米広報 ０ 災害備蓄米送料等
災害対策事業 １２０，０００ 委員会、資料印刷代等
他団体との提携 ４０，０００ 東難連会費等
全腎協協力金 ３，６００，０００ ２ ，０００名　＠１５０円／月
　　事業費合計 ８，４４７，０００

管　

理　

費

給料手当 ２，０４０，０００ 事務局人件費（固定給）
雑給 １，３９２，０００ 事務局人件費（変動給）
通勤交通費 ５００，０００ 通勤定期代
法定福利費 ３０，０００ 労働保険料
損害保険料 ０
事務局家賃 １，９８０，０００ １６５，０００円／月
リース料 ６８５，０００ 印刷機器リース料
什器備品費 ０
水道光熱費 １５０，０００
通信運搬費 ７２０，０００ 配送料等
支払手数料 ７８，０００ 送金手数料等
会議費 １５０，０００ 理事会交通費等
事務局運営費 １００，０００
事務用消耗品費 ４６０，０００
慶弔交際費 ５０，０００
租税公課 ０
雑費 ０
　　管理費合計 ８，３３５，０００
支出合計 １６，７８２，０００
収支差額 △ ２，１３７，４００
次期繰越収支差額 ２３，０３１，６９０ ２０２１年度期首繰越額２５，１６９，０９０円
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２
０
２
１
年
１
月
２４
日
（
日
）
東
京

都
障
害
者
福
祉
会
館
で
録
画
撮
影
を
行

い
、
２
月
１０
日
～
３
月
３１
日
ま
で
東
腎

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
動

画
配
信
す
る
と
い
う
初
め
て
の
試
み
を

行
い
ま
し
た
。

講
演
１
は「
慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）

を
良
く
知
ろ
う
～
腎
臓
を
守
る
た
め
に

～
」
を
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
腎
臓
・

高
血
圧
内
科
助
教
の
福
井
亮
先
生
に
、

後
援
２
は
「
今
日
か
ら
実
践
！
腎
臓
を

守
る
食
事
療
法
の
コ
ツ
」
を
東
京
慈
恵

会
医
科
大
学
付
属
病
院
栄
養
部
係
長
の

赤
石
定
典
先
生
に
講
演
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

共
催
の
東
京
都
福
祉
保
健
局
疾
病
対

策
課
鈴
木
課
長
、
竹
内
課
長
代
理
、
東

腎
協
か
ら
は
戸
倉
会
長
ほ
か
理
事
を
中

心
に
７
名
が
参
加
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ

ィ
ス
タ
ン
ス
を
守
っ
て
収
録
を
行
い
ま

し
た
。

動
画
は
２
月
１０
日
か
ら
３
月
３１
日
ま

で
東
腎
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
で
配
信
さ
れ
、
３
月
末
現
在
約
３

０
０
名
が
視
聴
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
動
画
作
成
に
全
腎
協
よ

り
特
区
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
助
成
金
と
し

て
２０
万
円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
腎
協
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
年
２
回
（
夏

一
泊
、
冬
日
帰
り
）
行
わ
れ
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
第
８７
回
～

８９
回
（
１２
／
６
、
１
／
２３
、
３
／
１３
）

は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
会
議
を
行
い
、
各

県
の
活
動
・
組
織
状
況
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
、
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
担
当
全
腎
協
理
事
の
推
薦
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

各
県
の
代
表
者
も
一
年
ぶ
り
の
Ｗ
Ｅ

Ｂ
対
面
で
、
大
変
元
気
な
姿
を
拝
見
で

き
ま
し
た
。
今
後
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
使
っ
て
、
必
要
に
応
じ

て
コ
ロ
ナ
な
ど
の
情
報
交
換
を
し
て
い

く
予
定
で
す
。

第
５０
次
国
会
請
願
運
動

第
５０
次
国
会
請
願
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
に
よ
り
、
全
腎
協
よ
り
一
括
し

て
各
都
道
府
県
紹
介
議
員
に
郵
送
し
て

国
会
へ
提
出
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

東
京
の
紹
介
議
員
は
（
自
民
）
高
木

啓
、
◎
石
田
昌
宏
、（
立
憲
民
主
）
海

江
田
万
里
、
◎
川
田
龍
平
、
有
田
芳
生
、

（
公
明
）高
木
美
智
代
、太
田
昭
宏
、（
共

産
）
笠
井
亨
、
小
池
晃
の
国
会
議
員
に

お
願
い
し
ま
し
た
。（
◎
は
厚
生
労
働

委
員
・
敬
称
略
）

東
京
の
署
名
数
は
全
腎
協
７
，
０
５

２
筆
（
昨
年
１
０
，
９
７
５
筆
）、
募

金
は
６
７
４
，
９
１
０
円
（
昨
年
６
９

２
，
５
９
０
円
）
で
し
た
。
会
員
の
皆

様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

第
３２
回
腎
臓
病
を
考
え

る
都
民
の
集
い

「都民の集い」録画風景

関東ブロックWEB会議

投
稿
の
お
願
い　

編
集
委
員
会
で
は

会
員
の
皆
様
か
ら
の
投
稿
を
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

「
な
か
ま
の
た
よ
り
」
に
投
稿
の
方
、

旅
行
、
趣
味
、
食
事
会
、
サ
ー
ク
ル

活
動
等
内
容
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
何

で
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

☎
０
３
―
３
９
４
４
―
４
０
４
８

　

E-m
ail　

kikannshi@
toujin.jp
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３ 月２２日、ＮＰＯ東腎協より、東京都知事へ向けて、新型
コロナワクチン接種についての要望を提出しました。
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質
問
質
問
１１

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
ど
の
く
ら
い

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
ど
の
く
ら
い

で
す
か
？

で
す
か
？

回
答
１

臨
床
に
近
い
条
件
で
行
わ
れ
た
ワ
ク

チ
ン
の
臨
床
試
験
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
群
と
生
理
的
食
塩
水
接
種
群
を
比
較

し
た
効
果
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
群
の
発
症
率

は
０
・
０４
％
、
生
理
的
食
塩
水
接
種
群

の
発
症
率
は
０
・
８８
％
で
し
た
。
こ
の

結
果
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
群
で
は
Ｃ

透
析
患
者
を
対
象
と
し
た
臨
床
試
験

は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
高
齢
者
や

糖
尿
病
の
患
者
で
も
効
果
が
高
い
こ
と

か
ら
、
透
析
患
者
に
も
有
効
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
問
質
問
２２

ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
に
つ
い
て
教

ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

え
て
く
だ
さ
い
。

回
答
２

副
反
応
と
は
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

た
時
に
期
待
さ
れ
る
免
疫
反
応
以
外
の

症
状
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
臨
床
試
験
で

報
告
さ
れ
て
い
る
副
反
応
に
つ
い
て
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
群
（
図
で
は
ワ
ク
チ
ン

と
記
載
）と
生
理
的
食
塩
水
接
種
群（
図

で
は
プ
ラ
セ
ボ
と
記
載
）
と
の
比
較
を

図
に
示
し
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の

副
反
応
は
、
接
種
当
日
か
ら
２
日
目
ま

で
に
発
現
す
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
１

回
目
接
種
時
よ
り
も
２
回
目
接
種
時
が

多
く
、
５６
歳
以
上
の
方
よ
り
５５
歳
以
下

の
方
で
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
と
も
呼
ば
れ
る

急
性
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
の
頻
度
は
０
・

０
２
５
％
程
度
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
多

く
は
接
種
後
１５
分
以
内
に
起
こ
り
ま
す

の
で
、
接
種
後
は
３０
分
程
度
の
経
過
観

察
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
１９
の
発
症
を
９５
％
抑
え
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
実
際
に
ワ
ク

チ
ン
を
使
っ
た
効
果
に
つ
い
て
検
討
し

た
報
告
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
報
告
に
よ

れ
ば
、
１
回
目
接
種
後
に
症
状
発
症
が

５７
％
、
重
症
化
が
６２
％
減
少
、
２
回
目

接
種
後
に
は
、
症
状
発
症
を
９４
％
、
重

症
化
を
９２
％
減
少
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の

効
果
は
、
年
代
や
性
別
、
高
血
圧
や
糖

尿
病
な
ど
の
合
併
症
に
よ
ら
ず
、
発
症

の
予
防
効
果
が
高
い
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

４
月
１２
日
よ
り
一
部
の
地
域
で
は
高
齢
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
開
始
さ
れ
、

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
と
と
も
に
順
次
拡
大
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
透
析
患
者

に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
１９
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
を
作
成
い
た
し

ま
し
た
。
皆
様
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

透
析
患
者
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

透
析
患
者
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

イ
ル
ス
感
染
症（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
１９１９
））

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

日
本
透
析
医
会
・
日
本
透
析
医
学
会

日
本
腎
臓
学
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
合
同
委
員
会
委
員
長　

菊
池
　
勘

図　

臨
床
試
験
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の

副
反
応（
図
中
の
数
字
は
％
で
す
）

緊急掲載
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56歳以上のワクチンとプラセボ接種後の副反応
（％） 2

回
目
プ
ラ
セ
ボ

2
回
目
ワ
ク
チ
ン

1
回
目
プ
ラ
セ
ボ

1
回
目
ワ
ク
チ
ン
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熱

16歳から55歳までのワクチンとプラセボ接種後の副反応
（％） 2

回
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プ
ラ
セ
ボ

2
回
目
ワ
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チ
ン

1
回
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ボ

1
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ワ
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ン
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1011
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キ
シ
ー
を
起
こ
す
頻
度
は
、
ほ
か
の
ワ

ク
チ
ン
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
こ
と
、

多
く
は
女
性
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

質
問
質
問
３３

ワ
ク
チ
ン
接
種
し
て
は
い
け
な
い

ワ
ク
チ
ン
接
種
し
て
は
い
け
な
い

人
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

人
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

回
答
３

以
下
の
４
項
目
に
該
当
す
る
か
た
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
て
は
い
け
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①　

�

明
ら
か
な
発
熱
を
呈
し
て
い
る

者

②　

�

重
篤
な
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
者

③　

�

本
剤
の
成
分
に
対
し
重
度
の
過

敏
症
の
既
往
歴
の
あ
る
者

④　

�

上
記
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
予

防
接
種
を
行
う
こ
と
が
不
適
当

な
状
態
に
あ
る
者

③
以
外
で
は
解
熱
後
や
急
性
疾
患
が

改
善
後
に
接
種
が
可
能
で
す
。
③
の
本

剤
成
分
で
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
原
因

と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

グ
リ
コ
ー
ル
で
す
。
こ
の
成
分
に
重
度

の
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
の
既
往
が
あ
る
方

や
１
回
目
接
種
で
重
度
の
ア
レ
ル
ギ
ー

対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
は
接
種
可
能
で
す
。

た
だ
し
、
接
種
後
３０
分
程
度
の
慎
重
な

経
過
観
察
を
必
要
と
し
ま
す
。

質
問
質
問
５５

透
析
患
者
は
接
種
が
可
能
で
し
ょ

透
析
患
者
は
接
種
が
可
能
で
し
ょ

う
か
？
ま
た
、
接
種
は
行
っ
た
ほ

う
か
？
ま
た
、
接
種
は
行
っ
た
ほ

う
が
良
い
で
し
ょ
う
か
？

う
が
良
い
で
し
ょ
う
か
？

回
答
５

透
析
患
者
に
限
定
し
た
臨
床
試
験
は

行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
接
種
後
の
副

反
応
に
十
分
に
注
意
し
て
接
種
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
透
析
患
者

は
重
症
化
し
や
す
く
致
死
率
が
高
い
こ

と
か
ら
、
早
期
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
推

奨
さ
れ
ま
す
。

質
問
質
問
６６

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
持
続
す
る
期

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
持
続
す
る
期

間
は
ど
の
く
ら
い
で
し
ょ
う

間
は
ど
の
く
ら
い
で
し
ょ
う

か
？
ま
た
、
今
後
は
ワ
ク
チ
ン
を

か
？
ま
た
、
今
後
は
ワ
ク
チ
ン
を

定
期
的
に
接
種
す
る
必
要
が
あ
り

定
期
的
に
接
種
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
か
？

ま
す
か
？

回
答
６

現
在
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
る
臨

床
効
果
は
６
か
月
程
度
で
す
。
定
期
的

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
必
要
か
ど
う
か
は
、

今
後
に
検
証
さ
れ
る
課
題
で
す
。

反
応
が
認
め
ら
れ
た
方
が
あ
て
は
ま
り

ま
す
。

フ
ァ
イ
ザ
ー
の
ワ
ク
チ
ン
に
は
、
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
が
使
用
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ

ー
ル
は
薬
剤
や
化
粧
品
な
ど
に
広
く
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン
の

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
が
女
性
に
多
い
こ

と
か
ら
、
皮
膚
か
ら
化
粧
品
に
含
ま
れ

る
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
が
体
に

入
る
こ
と
に
よ
り
免
疫
が
働
き
、
ア
レ

ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
す
体
質
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
原
因
と
な
る
可
能
性
が

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

質
問
質
問
４４

持
病
に
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
あ
る

持
病
に
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
あ
る

人
に
は
接
種
を
控
え
た
方
が
良
い

人
に
は
接
種
を
控
え
た
方
が
良
い

で
し
ょ
う
か
？

で
し
ょ
う
か
？

回
答
４

以
下
の
持
病
は
接
種
不
適
当
者
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

・　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

・　

気
管
支
喘
息

・　

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

・　

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

・　

蕁
麻
疹

・　

ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
な
ど

ワ
ク
チ
ン
の
成
分
に
関
係
な
い
も
の
に

質
問
質
問
７７

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
１９１９
に
す
で
に
か
か

に
す
で
に
か
か

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ワ
ク

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
行
う
こ
と
は
可
能
で

チ
ン
接
種
を
行
う
こ
と
は
可
能
で

す
か
？
ま
た
、
接
種
は
行
っ
た
ほ

す
か
？
ま
た
、
接
種
は
行
っ
た
ほ

う
が
良
い
で
し
ょ
う
か
？

う
が
良
い
で
し
ょ
う
か
？

回
答
７

か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
で
も
再
感

染
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
か

か
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
に
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
行
う
こ
と
で
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
１９

の
発
症
を
予
防
す
る
効
果
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
す
で
に
か
か

っ
た
こ
と
が
あ
る
方
に
も
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

質
問
質
問
８８

接
種
部
位
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
た
方

接
種
部
位
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
た
方

が
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
と

が
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
と

も
皮
下
注
射
と
同
様
に
抑
え
る
だ

も
皮
下
注
射
と
同
様
に
抑
え
る
だ

け
で
良
い
で
し
ょ
う
か
？

け
で
良
い
で
し
ょ
う
か
？

回
答
８

接
種
後
は
軽
く
圧
迫
し
、
揉
ま
な
い

で
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
透
析
前
後
や

透
析
中
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
す
る
場
合
、

ま
た
は
一
部
の
血
液
を
固
ま
り
に
く
く

す
る
薬
を
飲
ん
で
お
ら
れ
る
方
の
場
合
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は
、
接
種
後
に
２
分
間
以
上
し
っ
か
り

押
さ
え
て
く
だ
さ
い
。

２
分
間
以
上
の
圧
迫
止
血
が
必
要
な

血
液
を
固
ま
り
に
く
く
す
る
薬
は
、
商

品
名
で
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
、
プ
ラ
ザ
キ
サ
、

イ
グ
ザ
レ
ル
ト
、
エ
リ
キ
ュ
ー
ス
、
リ

ク
シ
ア
ナ
で
す
。
こ
れ
以
外
の
血
液
を

固
ま
り
に
く
く
す
る
薬
な
ど
は
通
常
通

り
に
圧
迫
す
る
だ
け
で
問
題
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
血
液
を
固
ま
り
に
く
く
す

る
薬
は
休
薬
せ
ず
に
接
種
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

質
問
質
問
99

透
析
患
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
シ

透
析
患
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
シ

ャ
ン
ト
肢
を
避
け
た
方
が
良
い
で

ャ
ン
ト
肢
を
避
け
た
方
が
良
い
で

し
ょ
う
か
？
ま
た
、

し
ょ
う
か
？
ま
た
、
２２
回
目
の
ワ

回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
は

ク
チ
ン
接
種
は
１１
回
目
と
同
じ
側

回
目
と
同
じ
側

に
接
種
し
て
大
丈
夫
で
し
ょ
う

に
接
種
し
て
大
丈
夫
で
し
ょ
う

か
？
か
？

回
答
9

腫
れ
や
痛
み
な
ど
の
副
反
応
が
起
こ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
シ
ャ
ン

ト
肢
を
避
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
１
回
目
と
２
回
目

は
同
じ
側
に
接
種
し
て
問
題
あ
り
ま
せ

ん
。

質
問
質
問
１１１１

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
は
マ
ス
ク
を
し

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
は
マ
ス
ク
を
し

な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
か
？

な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
か
？

回
答
１１

ワ
ク
チ
ン
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
１９
の
発

症
や
重
症
化
の
予
防
を
す
る
た
め
に
接

種
す
る
も
の
で
す
の
で
、
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
後
で
も
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
接
種
後
も
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
、

人
と
の
距
離
を
２
メ
ー
ト
ル
以
上
空
け

る
、
手
指
衛
生
や
環
境
消
毒
を
行
う
、

室
内
の
換
気
を
行
う
な
ど
の
、
基
本
的

な
感
染
対
策
は
継
続
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て
の
ｅ

に
つ
い
て
の
ｅ
――

ラ
ー
ニ
ン
グ
動

ラ
ー
ニ
ン
グ
動

画
の
ご
案
内

画
の
ご
案
内

題
名
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
と
副
反

応
～
透
析
患
者
や
医
療
従
事
者
へ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
を
含
め

て
～新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
合

同
委
員
会
で
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
の
ｅ
―
ラ
ー

ニ
ン
グ
動
画
」
を
作
成
し
て
、
２
０
２

質
問
質
問
１0１0

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
痛
み
や
発
熱

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
痛
み
や
発
熱

が
あ
っ
た
場
合
、
自
宅
で
ど
の
様

が
あ
っ
た
場
合
、
自
宅
で
ど
の
様

に
対
処
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う

に
対
処
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う

か
？
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
場
合
は

か
？
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
場
合
は

自
身
の
通
う
透
析
施
設
に
連
絡
を

自
身
の
通
う
透
析
施
設
に
連
絡
を

し
た
方
が
良
い
で
す
か
？

し
た
方
が
良
い
で
す
か
？

回
答
１０

ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
発
熱
な
ど
の
副
反

応
は
接
種
後
２
日
以
内
に
起
こ
る
こ
と

が
多
く
、
そ
の
際
に
は
解
熱
鎮
痛
剤
を

内
服
す
る
な
ど
の
対
症
療
法
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
発
熱
な
ど
の
症
状
が
出
た

場
合
に
は
、
自
身
の
通
う
透
析
施
設
に

連
絡
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
発
熱
以
外

に
、
頭
痛
や
倦
怠
感
、
筋
肉
痛
や
関
節

痛
な
ど
は
起
こ
り
ま
す
が
、
咳
や
咽
頭

痛
、
呼
吸
困
難
、
味
覚
障
害
・
嗅
覚
障

害
な
ど
を
伴
う
こ
と
は
稀
で
す
。
ワ
ク

チ
ン
で
は
起
こ
り
に
く
い
症
状
が
あ
る

場
合
な
ど
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
１９
に
感

染
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
担

当
医
師
の
判
断
で
、
抗
原
検
査
や
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
行
い
、
隔
離
透
析
の
対
象
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

１
年
４
月
２
日
か
ら
日
本
透
析
医
会
、

日
本
透
析
医
学
会
、
日
本
腎
臓
学
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
お
り
ま
す
。

主
に
医
療
者
を
対
象
と
し
た
内
容
で
す

が
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

＊
動
画
はY

ouT
ube

上
で
公
開
し
て

お
り
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
知
っ
て
い
る
人
だ
け

視
聴
で
き
る
限
定
公
開
と
し
て
い
ま
す
。

動
画
中
の
個
別
部
分
を
簡
単
に
す
ぐ
視

聴
で
き
る
よ
う
に
、Y

ouT
ube

の
概

要
欄
に
は
時
間
と
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
記

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

視
聴
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：
全
編
（
約
５０
分
）

https://youtu.be/M
M
dCtvdi-５c

前
編
「
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
と
副
反
応
」

（
約
１８
分
）

https://youtu.be/X
N
N
３３zEfCq４

後
編
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
Ｑ
＆

Ａ
」（
約
３１
分
）

https://youtu.be/K
s５８ddm

IIK
８
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事
務
局
か
ら

ご
寄
付
御
礼

○
扶
桑
薬
品
工
業
（
株
）

東
京
第
一
支
店
様

［
国
会
請
願
署
名
・
募
金
御
礼
］

【
患
者
会
】

《
中
盤
部
ブ
ロ
ッ
ク
》
小
笠
原
ク
リ
ニ

ッ
ク
友
の
会
、
聖
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友

会
、
大
田
病
院
腎
友
会
、
腎
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
世
田
谷
患
者
友
の
会
、
虎
の
門

・
高
津
会
（
本
院
）、
大
島
腎
友
会
、

松
和
患
者
会
（
西
新
宿
支
部
・
新
宿
南

口
支
部
）、
代
々
木
病
院
腎
友
会
、
秋

葉
原
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、

《
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
》
柳
原
腎
ク
リ
ニ
ッ

ク
健
腎
会
、
勝
和
な
ご
み
会
、
新
江
東

橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
森
山
友
の
会
、

清
湘
会
記
念
病
院
腎
友
会
、
金
町
中
央

病
院
患
者
会
、
新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
友

の
会
（
新
小
岩
・
船
堀
）、
西
ク
リ
ニ

ッ
ク
ひ
ま
わ
り
の
会
、
深
川
橋
ク
リ
ニ

ッ
ク
腎
友
会
、
親
水
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の

会
、
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
小
岩
患
者
会
、

《
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
》
中
野
共
立
病
院
腎

友
会
・
絆
の
会
、
練
馬
桜
台
ク
リ
ニ
ッ

ク
さ
く
ら
会
、
東
京
健
生
病
院
サ
ボ
テ

ン
会
、
優
人
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会
、
桃

井
診
療
所
腎
友
会
、
あ
か
ま
つ
透
析
ク

リ
ニ
ッ
ク
患
者
会
、
高
松
医
院
腎
友
会
、

優
人
大
泉
学
園
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会
、

阿
佐
谷
す
ず
き
腎
友
会
、
寺
田
病
院
腎

友
会
、

《
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
》
昭
島
腎
ク
リ
ニ
ッ

ク
ひ
ま
わ
り
会
、
あ
け
ぼ
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
い
ち
ょ
う
会
、
織
本
病
院
腎
友
会
、

羽
村
相
互
診
療
所
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
、
長

久
保
病
院
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
会
、
吉
祥
寺
あ

さ
ひ
腎
友
会
、
日
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友

会
、
府
中
け
や
き
会
、
立
花
ク
リ
ニ
ッ

ク
友
の
会
、
永
山
腎
友
会
、
平
山
腎
友

会
、
あ
け
ぼ
の
東
腎
会
サ
ル
ビ
ア
、
国

分
寺
こ
や
ま
腎
友
会
、
立
川
ふ
れ
あ
い

相
互
病
院
希
望
会
、

【
個
人
会
員
】

寺
本
明
代
、
城
田
紀
久
子
、
松
永
時
子
、

阿
部
拓
、
山
田
多
喜
男
、
荒
井
千
佳
、

南
波
成
子
、
末
﨑
美
子
、
堀
口
誠
、
渡

辺
克
己
、
飯
塚
繁
、
下
川
昌
子
、
反
田

和
男
、
岸
本
敦
、
千
葉
常
信
、
後
藤
洋

一
郎
、
戸
田
和
男
、
井
上
信
義
、
宮
澤

克
人
、
内
田
利
男
、
伊
藤
清
、
末
木
秀

治
、
桝
永
照
也
、
佐
藤
陽
子
、
髙
野
太

郎
、
市
原
銀
、
白
坂
徹
夫
、
木
村
初
恵
、

友
道
国
靖
、
香
内
史
郎
、
糸
賀
久
夫
、

中
野
五
月
、
柳
川
恵
、
永
田
淑
子
、
松

本
公
宏
、
小
山
久
子
、
加
藤
修
一
、
立

川
繁
、
山
邊
静
枝
、
林
恵
子
、
西
崎
正

子
、
佐
藤
義
範
、
秋
葉
悦
子
、
南
澤
孝

志
、
青
木
厚
子
、
関
芳
喜
、
高
橋
雍
子
、

佐
々
木
実
樹
、
福
島
昌
昭
、
井
上
光
子
、

佐
藤
幸
子
、
阿
久
津
秀
雄
、
全
腎
協
事

務
局

第
５０
次
国
会
請
願
署
名
活
動
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

青
い
鳥
は
が
き
ご
寄
付
御
礼

桃
井
診
療
所
腎
友
会
、
昭
島
腎
ク
リ
ニ

ッ
ク
ひ
ま
わ
り
会
、
あ
け
ぼ
の
東
腎
会

サ
ル
ビ
ア
、
平
山
腎
友
会
、

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ま
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
、

は
が
き
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
員
の
皆

さ
ま
へ
の
ご
案
内
や
、
切
手
等
に
交
換

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
東
腎
協

財
政
の
一
助
と
し
て
、
大
切
に
ご
利
用

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

「
青
い
鳥
郵
便
は
が
き
」の

無
償
配
布
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

「
青
い
鳥
郵
便
は
が
き
」
は
、
日
本
郵

便
（
株
）
が
身
体
障
害
者
及
び
知
的
障

害
者
の
福
祉
に
対
す
る
国
民
の
理
解
と

認
識
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
無
償
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
東
腎

協
で
は
、
会
員
の
皆
様
か
ら
「
青
い
鳥

郵
便
は
が
き
」
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、

東
腎
協
財
政
の
一
助
に
な
る
よ
う
に
ご

協
力
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

◎
受
付
期
間

２
０
２
１
年
４
月
１
日
（
木
）
か
ら
同

年
５
月
３１
日
（
月
）
ま
で

◎
配
布
期
間

２
０
２
１
年
４
月
２０
日
（
火
）
以
降

１
．
お
申
し
込
み
方
法

（
１
）
窓
口
で
の
申
込
方
法

窓
口
で
配
布
の
希
望
を
申
し
込
み
す

る
場
合
は
、
最
寄
り
の
郵
便
局
（
簡
易

郵
便
局
を
除
き
ま
す
。
以
下
同
じ
と
し

ま
す
）
に
身
体
障
害
者
手
帳
を
ご
提
示

の
上
、「
青
い
鳥
郵
便
葉
書
配
布
申
込

書
」
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
ご

提
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
代
理
人
に
よ

る
ご
提
出
も
可
能
で
す
。

お
申
し
込
み
用
紙
は
、
郵
便
局
の
窓

口
に
備
え
置
い
て
い
ま
す
。

（
２
）
郵
送
で
の
お
申
し
込
み
方
法

郵
送
に
よ
り
配
布
の
希
望
の
申
し
込

み
を
す
る
場
合
は
、適
宜
の
用
紙
に「
青

い
鳥
郵
便
葉
書
配
布
申
込
書
」
と
同
等
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の
内
容
を
記
入
し
て
最
寄
り
の
郵
便
局

に
郵
送
し
て
下
さ
い
。

編
集
後
記

２
０
２
０
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
振
り
回
さ
れ
た
一
年
だ
っ
た
。

ほ
と
ん
ど
の
行
事
が
中
止
と
な
る
中
、

事
務
局
営
業
日
は
月
水
金
の
３
日
。
私

は
在
宅
勤
務
を
基
本
と
し
て
週
１
～
２

回
出
勤
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

在
宅
で
の
事
務
作
業
は
ほ
と
ん
ど
支

障
な
く
で
き
た
が
、
一
日
中
家
の
中
に

い
る
の
は
何
と
し
て
も
つ
ら
い
。
そ
れ

に
体
に
良
く
な
い
。
飲
食
の
お
付
き
合

い
は
ほ
と
ん
ど
断
っ
た
が
、
ス
ト
レ
ス

が
溜
ま
る
と
い
う
の
は
こ
う
い
う
事
か

と
し
み
じ
み
思
い
ま
し
た
。

昨
年
度
の
活
動
を
振
り
返
る
と
、
全

国
行
事
、
東
腎
協
行
事
、
患
者
会
の
行

事
の
ほ
と
ん
ど
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
結
果
、
患
者
会
の
解
散
、
会
員
の

減
少
傾
向
は
さ
ら
に
拍
車
が
か
か
っ
た

よ
う
に
思
え
ま
す
。
来
年
度
中
に
は
２

０
０
０
人
の
大
台
を
切
る
の
は
ほ
ぼ
間

違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
財
務
状
況
も
ま

す
ま
す
厳
し
く
な
り
ま
す
。
東
腎
協
が

数
年
前
か
ら
「
将
来
の
患
者
会
の
新
し

い
在
り
方
」
を
探
求
し
て
き
ま
し
た
が
、

２
０
２
１
年
度
は
い
よ
い
よ
そ
れ
が
検

証
さ
れ
る
一
年
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
度
の
５０
周
年
記
念
全
腎

協
全
国
大
会
、
東
腎
協
５０
周
年
記
念
事

業
が
「
新
し
い
患
者
会
活
動
」
を
構
築

し
て
い
く
た
め
の
弾
み
に
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。�
（
板
橋
）

〈
事
務
局
雑
感
〉

■
マ
ス
ク
生
活
を
し
て
１
年
が
過
ぎ
た
。

思
い
起
せ
ば
、
ア
ベ
の
マ
ス
ク
の
配
布

の
決
定
と
前
首
相
の
マ
ス
ク
姿
を
見
て

「
あ
ん
な
の
い
ら
な
い
」
と
い
う
心
の

叫
び
が
背
中
を
押
し
、
余
っ
て
い
た
ハ

ン
カ
チ
を
縫
う
こ
と
に
な
っ
た
。
冬
用

を
６
枚
と
生
地
を
薄
く
し
た
夏
用
を
１０

枚
縫
製
し
た
。
そ
の
他
に
も
ハ
ン
カ
チ

を
折
り
紙
の
よ
う
に
し
て
マ
ス
ク
を
つ

く
っ
て
い
る
（
縫
っ
て
は
い
な
い
）。

使
用
時
に
は
、
厚
み
の
あ
る
リ
ー
ド
と

う
い
う
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
を
６
枚
切

り
に
し
て
間
に
入
れ
て
い
る
。
洗
濯
は

熱
湯
に
１０
分
以
上
更
に
衣
類
用
漂
白
剤

に
つ
け
、
そ
れ
か
ら
洗
剤
で
一
枚
一
枚

手
洗
い
し
て
干
す
。
使
用
場
面
に
よ
っ

て
は
、
不
織
布
の
マ
ス
ク
と
使
い
分
け

て
い
る
。

ま
だ
ま
だ
続
く
マ
ス
ク
生
活
、
柄
・

タ
イ
プ
と
種
類
は
豊
富
。「
今
日
は
、

ど
れ
に
し
よ
う
か
な
？
」
と
楽
し
み
な

が
ら
過
ご
し
て
い
き
た
い
。�

（
三
好
）

■
歳
末
か
ら
春
先
に
か
け
て
、
多
く
発

生
す
る
火
災
や
盗
難
か
ら
町
を
守
る
た

め
に
実
施
さ
れ
る
夜
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、

夜
警
を
高
校
３
年
か
ら
始
め
現
在
４１
歳

と
な
り
ま
し
た
。
途
中
１０
年
ほ
ど
ブ
ラ

ン
ク
は
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
１２

月
中
旬
か
ら
３
月
中
旬
の
期
間
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
夜
警
は
２
名
１
組
と
し
、

蛍
光
色
の
ゼ
ッ
ケ
ン
を
つ
け
、
１
名
は

拍
子
木
を
打
ち
、
他
１
名
は
ラ
イ
ト
と

誘
導
灯
を
持
ち
、
町
内
約
５
㎞
の
距
離

を
２３
時
か
ら
１
時
間
程
度
か
け
て
一
巡

し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
マ
ス
ク

着
用
を
徹
底
し
て
当
番
同
士
の
距
離
を

確
保
し
、
街
灯
の
不
良
箇
所
の
確
認
や
、

不
審
な
人
物
や
け
が
人
が
い
な
い
か
、

建
物
か
ら
煙
や
火
事
が
な
い
か
、
一
件

一
件
住
宅
を
確
認
し
な
が
ら
指
定
コ
ー

ス
に
従
い
、
町
内
を
一
巡
す
る
の
が
夜

警
員
の
役
割
で
す
。
以
前
は
掛
け
声
と

と
も
に
拍
子
木
を
打
ち
な
が
ら
巡
回
し

た
よ
う
で
す
が
、
最
近
は
「
う
る
さ

い
！
」
と
苦
情
も
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
掛
け
声
は
無
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
微
力
で
す
が
、
夜
警
の
当

番
を
通
し
て
、
安
心
安
全
で
暮
ら
せ
る

町
づ
く
り
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。�（
松
山
）

今
後
の
活
動
予
定

５
月
２３
日
（
日
）

第
１
６
６
回
理
事
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

６
月
６
日
（
日
）

第
１６
回
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
総
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ

６
月
２６
日
～
２７
日
（
日
）

全
腎
協
定
時
総
会

６
月
２７
日
（
日
）

第
１
６
７
回
理
事
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

７
月
３
日
～
４
日
（
日
）

全
腎
協
全
国
事
務
局
長
会
議

７
月
２５
日
（
日
）

第
１
６
８
回
理
事
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

前
号
の
お
詫
び

○
冬
号
「
３０
年
透
析
会
員
の
お
名

前
」
で
以
下
四
名
の
会
員
様
の
お

名
前
が
漏
れ
て
い
ま
し
た
の
で
お

詫
び
致
し
ま
す
。

患
者
会
名　

永
山
腎
友
会

会
員
名　

小
川
眞
理
子

導
入
年
月
日　

１
９
９
０
年
３
月
２６
日

患
者
会
名 

吉
祥
寺
あ
さ
ひ
腎
友
会

会
員
名　

下
久
保
利
春

導
入
年
月
日　

１
９
９
０
年
３
月
２２
日

会
員
名　

藤
野
友
恵

導
入
年
月
日　

１
９
９
０
年
９
月
２８
日

会
員
名　

井
沢
康
太

導
入
年
月
日　

１
９
９
０
年
２
月
２６
日



第8章　『透析患者の就活・就職』 ……… 11頁

透析患者さんの就活の仕方やハローワークなどの事を描
きました。

第9章　『旅行透析』 ……………………… 10頁

　旅行透析の事を分かりやすく描きました。

最終章　『あなたの未来について…』 ……11頁
最後に透析患者さんに前向きになれるような内容を描き
ました。

氏 

名

　

電 

話
住 

所

（
請
求
先
）

送
付
先

送
付
先

部 

数 冊

申込み先　NPO法人東腎協事務局

特定非営利活動法人  東京腎臓病協議会（NPO 東腎協） ご希望の箇所にチェック（□）し、FAXしてください。

新 刊
の

おすすめ

第1章　『透析導入』 ……………………… 30頁

僕の保存期から導入までの話です。精神的に一番辛い時
期ですが、僕がどのようにして、その辛さから抜け出し
元気になれたかを描きました。

第2章　『末期腎不全からの４つの選択』…… 36頁

透析の事を詳しく解説しました。

第3章　『透析の歴史』 …………………… 18頁

透析歴（2019年当時）47年の透析仲間の昔の大変だっ
た時代の透析の事を描かせてもらいました。

第4章　『糖尿病について』 ……………… 19頁

　透析患者の疾患として一番多い糖尿病の事を描きました。

第5章　『大切な患者会』 ………………… 30頁

全腎協の開設当初。透析患者が一番苦しい時代の事を描
きました。取材しまくって苦労して描いたので僕の一押
しのマンガです＾＾。

第6章　『透析って幸せ！？』 …………… 50頁

子どもの時から透析をしている透析仲間の話を描きました。
泣ける話となっているのでハンカチのご用意を＾＾。

第7章　『透析患者の運動について』 …… ５頁

　透析患者の運動（歩行）の大切さを描きました。

新「透析バンザイ」

サイズA4　221頁・カラー印刷
　定価  900円+税

会員価格　税込み 900円

☎03-3944-4048  FAX 03-5940-9556

特定非営利活動法人  東京腎臓病協議会（NPO 東腎協）

〒170‐0005 東京都豊島区南大塚2‐40‐11 富士大塚ビル2F
☎03-3944-4048　 FAX03-5940-9556

取扱団体（患者会）

あなたの悩みや問題が解決でき、元気を与えるコミックです




